
種子散布者および捕食者としての
カラスの生態
―塒に集まるカラスのペリット分析から―
人間科学研究科　博士前期課程 2年 中嶋　真希

１．はじめに
岡田山キャンパスは2013年からハシブトガラ

スとハシボソガラスの塒として機能している
（中嶋・山出谷2020）。カラスは、塒付近を糞、
食べ残しやペリットを排泄することで散らかし
たりする（図 １ ）。ペリットとは鳥類が飲み込
んだ食物の中の未消化物を固まりにして吐き出
したものであり（千賀・大鹿2014）、これによっ
て体を軽く保ち飛びやすくする。カラス類のペ
リットには穎果片や樹木種子、昆虫の外骨格が
含 ま れ る こ と が 知 ら れ て い る（Charles & 
Townsend, 1918；吉野・藤原, 2004）。また、カ
ラスの食性分析は糞よりもペリットが有用であ
る こ と が 示 唆 さ れ て い る（Kurosawa et.al, 
2003）。

図 １ ．夏から秋の時期に見られるエノキの
ペリット

数多い既存研究において、カラス類のペリッ
トから検出される植物の種数は比較的多いもの
の、昆虫の種数は少なくカラスが生態系に与え
る影響を知るには不十分だった。また、後藤ほ
か（2015）の研究によって甲虫類については岡
田山と共通する種が多く認められるが、植物に
ついては大きく異なっていることからカラスが
生態系に与える影響を評価するためには、岡田
山キャンパスのペリットのさらなる分析が必要
となると考えられた。

そこで本研究では、第一の目的に岡田山キャ
ンパスを塒としているカラスのペリットを詳し
く調べることで当地域のカラスの食性を明らか
にすることを定めた。そして第二の目的として
解析結果から種子散布者および捕食者としての
カラスの実態を明らかにし、カラスが地域の生
態系に与える影響の評価を試みることとした。

図 1 　夏から秋の時期に見られるエノキのペリット
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２．調査地と調査方法
ペリットなどの採集物は、神戸女学院内のイ

ライザ・タルカット記念館、中高部 １ 号館、ジ
ュリア・ダッドレー記念館、図書館新館、音楽
学部 １ 号館、ジョージ・オルチン記念館、エミ
リー・ブラウン記念館、図書館本館、理学館、
総務館の屋上、ならびに中庭の計11 ヶ所で収集
した。さらに、これら以外の場所でカラスのも
のと思われるペリットや食べ残しを発見した場
合はその都度採集し、記録した。

採集したペリットは2021年 5 月24日〜 2022
年 4 月25日の約 1 年間のものを解析対象とし、
採集したものはペリット、糞、リター他の 3 種
に分類して茶封筒に入れて回収した。

回収したペリットは高温送風乾燥機を使用し
乾燥させた後、ノギスと電子天秤を使用し長径

（mm）、短径（mm）と重さ（mg）を測った。
そして内容物の同定ならびに種類ごとの体積比

（％）を目測で判定した。

３．結果
採集数はペリットが1522個、糞が423個、リタ

ー他が189個で採集総数は2133個だった。この
うち解析したペリットは540個であり、植物は
38科69種、動物は19科60種が検出された。植物
と動物ともに、既存研究で検出されている種数
よりも多かった（上田・福居, 1992；Kurosawa 
et.al, 2003；吉野・藤原, 2004；中村ほか, 2006；
長 谷 川, 2010；後 藤 ほ か, 2015； 藤 井・ 杉 浦, 
2018）。

４．考察
ペリットからは、昆虫に限らず、軟体動物の

アズキガイ（Pupinella rufa）やクモ綱のゴホン
トゲザトウムシ（Opilio spinulatus Roewer）、鳥
の骨などもペリットから出現したことから幅広
い分類群の生物に影響し、上位捕食者として生
態系の一翼を担っていると考えられた。そし
て、様々な樹種を食害し、発生数の多いアオド

ウガネ（Anomala albopilosa）やマイマイガ
（Lymantria dispar）、雑木林に多いシロテンハ
ナムグリ（Protaetia orientalis submarumorea）
やカナブン族が多く検出されることから食べや
すい昆虫を認識している可能性があることがわ
かった。このことから害虫の個体数を調整した
り、優占種の個体数を抑えて生態系の多様性を
高めたりする役割があると考えられた。

岡田山の樹木の半数以上は鳥類に食べられて
種子を散布する被食散布型の樹木であり、これ
らにはカラスのペリットによく出現したクスノ
キ（Cinnamomum camphora （L.））やエノキ

（Celtis sinensis Pers. var. japonica）、サクラ属
の植物が含まれる。しかし、同じく被食散布型
で あ る ヒ メ ユ ズ リ ハ（Daphniphyllum 
macropodum）やモチノキ属などはカラスのペ
リットから出現することはほとんどなかった。
このことからカラスは食べる果実の種類への嗜
好性があり、限られた種類の種子散布者である
ことがわかった。また、ペリットで多く検出さ
れたエノキやムクノキ（Aphananthe aspera

（Thunb.））、サクラ属は植生遷移の初期〜中期
に多い陽樹だった。しかし、現在の岡田山はク
スノキやヒメユズリハなどの常緑広葉樹が増え
つつあり（野嵜，2010）、遷移の中期〜後期にあ
たる。このことから岡田山ではカラスのペリッ
トは森林の遷移を促さないと考えられる。塒に
集まるカラスによる種子散布の効果は塒化した
際の森林の種組成によって異なるものと考えら
れた。

ペリット解析の結果、岡田山を塒とするカラ
スの餌の種類は、動物・植物ともに広範囲かつ
多種類におよび、カラスが広く生態系の影響を
及ぼしていると考えられる反面、量的な側面を
見ると、カラスが生物の種類には偏りがあるこ
とがわかった。これは高度な知能を持つカラス
が、四季折々の餌の性質をよく理解しているた
めであると考えられた。
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